
1 はじめに 
近年，ECサイトやネットスーパーの数が増え続けて

いる．その中で実店舗が売り上げを伸ばしていくため
には実店舗特有の回遊を活かしたプロモーションが必
要だと考える．そこで本研究では顧客の回遊予測を目
指す．回遊を予測しプロモーションを行うことで滞在
時間増加や満足度向上につながり，結果として売上が
増加すると考える．関連研究1)では，売り場に固有の
アルファベットを割り当て顧客がどのような順番で売
り場への立ち寄りを行なっているかを文字列で表し，
立ち寄り文字列を抽出した．そして，優良顧客の店舗
内移動経路の特徴について明らかにしたが，訪問パタ
ーンを事後的に分析しているため顧客の回遊を予測す
ることはできていない． 

2 研究目的・研究方法 
本研究では強力小売店から提供していただいた回遊

データを用いて店舗内回遊予測手法の開発を試みる．
研究方法を以下に示す． 
(ア) 顧客の回遊を予測する手法を開発 
(イ) 開発した手法を実際の店舗に適用 
(ウ) 適用した結果を評価 

3 提案手法 
顧客の直前の回遊履歴をもとに MBONSAI2)を用い

て決定木モデルを作成し次の回遊を予測する．
MBONSAI は決定木ベースの分類プログラムで数値や
アルファベット等のシーケンスデータのパターンを木
の分類条件として扱うことが可能である． 
モデルは，全顧客のデータを用いる全体モデルと一

部の顧客のデータを用いる個人モデルを作成する．個
人モデルは顧客をクラスタリングで回遊特徴別に分け
た後，近傍法を適用し抽出された顧客群のデータを用
いて作成する．両者を併用して回遊の予測を行う． 
特徴量について説明する．店舗ブロックを売り場ジ

ャンルごとに分けアルファベットでArea IDを割り当
てる．その後，顧客IDごとに通過ブロックを集計しエ
リアと対応させて立ち寄り文字列を抽出する．抽出し
た文字列を 12 個ずつ取り，1-10 番目は直前の回遊履
歴(Past	Area)として説明変数，11番目は現在居る場所
(Current	 Area)，12番目は次の回遊(Next	 Area)として
目的変数になる． 

4 実店舗への適用結果 
13 回以上来店した顧客 536 人を対象にクラスタ数 9

個でクラスタリングを行った．Current Area をひとつ指

定し，そこから直接移動可能なエリアを対象に立ち寄
り文字列を集計したものをデータセットとして利用し
た．Fig. 1 からクラスタごとの該当人数に大きな差が
あり，Next Area の特徴が現れていることがわかる．  

Fig. 1: 各クラスタの Next Area の内訳 
全体モデルと個人モデルを比較し両者の有用性を確

かめる．モデルは Next Area のデータ数上位 3 つに限
定しアンダーサンプリングを行ったものを用いて作成
する．個人モデルは各クラスタから 5 人ずつ取り上げ
近傍法を適用した．データセットはクラスタリングの
ものと同じである．両者の正解率を平均した結果を
Table 1 に示す．Table 1 から個人モデルの正解率が高
い顧客群と全体モデルの正解率が高い顧客群の存在が
明らかになった．また，モデルは 3 値分類で作成して
いるため，両者の正解率は Next Area をランダムで選
択する場合の 0.333…よりも高くある程度の有用性が
あることが分かる． 

Table 1: 全体モデルと個人モデル比較(Accuracy) 
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概要－   EC サイトやネットスーパーが増え続けている中で実店舗が売上を伸ばすためには実店舗
特有の回遊を活かしたプロモーションが必要だと考える．そこで本研究では店舗内回遊の予測手法開
発を試みる．また，開発した手法を実店舗に適用し手法の有用性を確かめる．回遊を予測しプロモー
ションを行うことができれば，滞在時間増加や満足度向上に繋がり売上も増加すると考える．  
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